
ｲｰｼﾞｰﾗｰﾒﾝ橋施工実績
橋 梁 名： 楡木橋

工 事 名： Ｈ２８林地区橋梁他工事

発 注 者： 国土交通省 関東地方整備局 八ツ場ダム工事事務所

施工前(Before) 正面

完成(After) 正面

施工前(Before) 側面
完成(After) 側面

橋台鉄筋組立状況 橋台Co打設状況基礎杭の打設状況

橋体Co打設状況

工事受注者： 吉澤建設 株式会社

ＥＲＢ施工会社： 伊田テクノス株式会社

ＥＲＢ営業会社：

ＥＲＢ桁製作会社： 萩浦工業株式会社

工法開発者： 朝日エンヂニヤリング株式会社

現場地図 橋梁一般図

竣 工 日： 平 成 ３０ 年 １ 月 １０ 日

桁下面型枠設置状況H鋼桁架設状況 桁上面鉄筋組立状況

群馬県

施工箇所

現場住所(路線名）
群馬県吾妻郡長野原町林地先
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DL=590m

Ｈ鋼桁　H414×405×18×28（SMA490BW）

桁端部さび安定化処理

地覆

設計条件表（杭基礎式ラーメン橋用）

複合門形ラーメン橋（イージースラブラーメン橋：杭基礎式）

塩害対策

斜角

幅員構成

橋長

橋梁形式

支間長

設計水平震度

活荷重

車道 地覆 全幅員有効幅員

その他
2

雪荷重　1.0kN/m
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車道舗装
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鉄筋
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適用示方書

σck = 30 N/mm　　σca = 10 N/mm
2 2

SD345 　σsa = 180 N/mm

σck = 24 N/mm　　σck = 8 N/mm
2 2

一般部　σsa = 180 N/mm　　土水中部　σsa = 160 N/mm
2 2

砂質土　γ = 19.0 KN/m 　φ = 30゜
3

ＲＣ壁式

Ａ２橋台（右岸側）

ＲＣ壁式

Ａ１橋台（左岸側）
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道路橋示方書・同解説（日本道路協会）　平成24年3月
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設計要領第二集（中日本高速道路株式会社）　平成25年7月

場所打ち杭基礎

（全周回転オールケーシング工法）

場所打ち杭基礎

（全周回転オールケーシング工法）

23.10m

21.40m

0.60＋7.00＋0.60＝8.20m（7.00m）

kh=cz ・kho=1.0×0.25=0.25（土：k=0.20）　{2}種地盤：レベル1地震動

80°00′00″

Ａ活荷重

対策区分{1}（凍結防止剤散布による）

アスファルト舗装　t=8(8)cm　　注：(　)内数値は設計値を示す。

SMA490W　σca = 210 N/mm　　Fy = 355 N/mm
2 2

90mm（対策区分{1}相当）
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特記事項

・本工法は特許工法（特許第4318694号）となって

　いるので、施工方法等について確認のこと。

1
:1.

5

橋梁一般図

S=1:200側面図

S=1:200平面図

踏掛版長踏掛版長

602.112m 602.113m
602.434m 602.456m

注：（　）内寸法値は、直断面寸法値を示す。

DL=590m

場所打ち杭場所打ち杭

Φ1200,L=30.00m,N=4本 Φ1200,L=26.00m,N=3本

踏掛版長 踏掛版長
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支間長　21400（構造基準線上）
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橋　長　23100（構造基準線上）

支間長　21400（構造基準線上）
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縮 尺 は 表 示 と 異 な り ま す。

本 図 面 は 縮 小 図 の た め

（
指
定

部
分

）

・橋台工(A2)、基礎工(A2)は指定部分

橋長 ： L=23.1m
幅員 ： W=8.2m（有効幅員7.0m）


